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令和 2年度政務活動費収支報告書

南相馬市議会政務活動費の交付に関する条例第7条第 1項 の規定に基づき、別紙の とお

り、令和 2年度政務活動費収支報告書を提出 します。



別 紙

ほ ,2年度政務活動費収支報告書

会派名 林́●∠ミ

1 収入

2 支出

(注 )1 備考欄 には、主たる支出の内訳 を記載す ること。

2 会計帳簿の写 し及び領収書等の証拠書類の写 しを添付す ること。

(単位 :円 )

(単位 :円 )
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会派名:友和会

領収書等添付用紙

□ 調査研究費

□ 研修費

■ 広報・公聴費

□ 要請・陳情活動費

□ 会議費

□ 資料作成口購入費

国 人件費・事務所費
支出項目

支出内容 会派会報印刷、新聞折込代

支出月日 令和2年5月 7日

支 出 額 99,000円
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友和会・尚友会・公明党合同会報 (1)

ご  挨  拶
令和2年度の一般会計当初予算は546億 7,363万 円で、 3月 定例会において可決・成立しました。令和元年東日本台風 (台風19号)とその後の記録的

豪雨災害の復旧事業をはじめ、市民の安全安心と生活向上のために各種事業が進められております。
また、4月 16日 に政府から新型コロナウイルスの感染拡大に対応する「緊急事態宣言」が全ての都道府県に拡大されました。南相馬市においても感染者

が増加しており、爆発的な感染拡大を防ぐための瀬戸際の状態が続いています。市でも市民への情報発信に努めるとともに、4月 14日 より発熱等の症状が

ある方が受診できる「仮設診療室 (発熱等トリアージ外来)」 を市立病院敷地内に設置するなど、市民の皆様の不安解消と拡大防止に取り組んでおります。
一方で、経済損失も極めて深刻な状況にあります。私たちは、市民の方々のご意見等を踏まえ、市へ対しての提言や関係機関への要望活動を展開して

まいります。

9年前の東日本大震災では、困難の中に助け合いの心と絆が生まれ、希望をもって進んでくることができました。市民の皆様ひとリー人が節度ある行動に

より、多くの命を救い、早期の収束に向けて一致団結して取り組み、この困難な時期を乗り越えてまいりましょう。

最後に、私共「友和会」。「尚友会」。「公明党南相馬市議団」の3会派は、合同での要望活動や勉強会、意見交換等を行っていることから合同で会報を

発行いたしました。ご一読いただければ幸甚です。

友和会 ′中川 庄-0菊 地 洋一 。大場 裕朗 ・ 田中 一正 。細田 廣 。今村  裕

尚友会 ′大田 淳一 。平田 武 ・ 高橋  真 ・ 大岩 常男・ 山田 雅彦

公明党南相馬市議団 ′志賀 稔宗
※議長、副議長は公平 `中立を保つため、本会報には寄稿しておりません。
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氏、文部科学副大臣亀岡偉民氏に、『常磐自動車道及び幹線道路の整備促進について』

『台風19号災害復旧復興支援について』並びに『防災、減災対策の充実強化について』の

要望書を提出してまいりました。

森法務大臣には、上記の他に南相馬市役所 1階に設置してある「福島地方法務局南相

馬証明サービスセンター」について、現在の登記事項の証明書等の発行に加え、地域事

業者や住民の利便性向上に向け、公図証明書も発行できるよう要望いたしました。

また、令和 2年 2月 2日 には、太田光秋 福島県議会議長に『台風19号及び大雨等の災

害に関する緊急要望』及び『「原町川俣線」「原町浪江線」の被災箇所の早期復旧並びに

改良整備について』さらに『地域医療の充実及び救急医療の強化について』要望書を提

出いたしました。

今後も南相馬市及び市民が抱える諸問題解決に向け、積極的に取り組んでまいります。 亀岡文科副大臣への要望活動   太田県議会議長への要望活動

赤羽国交大臣への要望活動 森法務大臣への要望活動

4月 2日 より、土 日、祝 日も対応する相談専用電話を設置

ムページに掲載のほか、新聞折込などで行つている

濃厚接触者や同居家族が自宅以外の待機場所として活用できる準備をしている

4月 15日 より、市保健師3名 を相双保健所に派遣し、保健所の業務支援を実施

1

より、

用

4月 1

レ相談電話の設置
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,市内事業者等への影響の把握

レ県との連携強化の推進

医療機 関 (107,640枚 ) 医療従事者 (市内、2次医療圏)

弁護・福祉 (57,340枚 ) 倉護従事者、基礎疾患がある方

幼・保、学校 (361,960枚 )

幼稚園・保育園 (園児)

小学校 (児童十教職員 )

中争校 (生徒 +教職員 )

高 校 (学生 )

特別支援学校 (児童・生徒)

放課後児童クラブ (児童・職員 )

在宅保育 (0～ 2歳児 )

妊 婦 (19,500枚 ) 21E娠している方 (市内、里帰り)

市 民 (1,560枚 )

杉並区 (93,600枚)

窓□対応等職員市職員 (窓□)〈12,700枚 )

⇒4月 17日から、一人当たり4枚の不織布マスク197,084枚を郵送
(中学生以下のマスクは、学校を通じて配布済み)

新たに、不織布マスク20万枚、布マスク10万枚を調達するめどがつき、当面の間、医療・介護施設や
′jヽ 中学校等に供給できる見込みとなったため、配布することとした

⇒災害応援協定締結自治体からの応援要請等に基づき提供

現在も応援職員6名の派遣を受けているほか、東日本大震災、令和元年東日本台風時に水 食料等の

支援物資、区民から5億円を超える義援金を受けています

福島県 (83,200枚 )

国からの通知 (令不02年 3月 12日 付により提供 )

※ 4月 16日、94,＼
＼

＼
南相馬市
(56市町村)

福島市 郡山市 いわき市

保健所の

設置者 福島県知事 福島市長 郡山市長 tt渚市長

>南相馬市を含む56市町村

県の保健所が対応します

●中核市 (福 島、郡山、いわき)

市で保健所を設置しています
南相層市の感染情報は、県が発表します
⇒県が公表していない情報を、市は独自に公表できません
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(2) 友和会 。尚友会・公明党合同会報

所管 :総務生活常任委員会

4月 1日 から新年度がスタートしましたが、南相馬市立病院に勤務

する医師のうち4名が退職し、新たに3名 の医師が採用されました。

前年度と比較すると中途退職を含め、医師数で3名 の減となっていま

す。1小高診療所も勤務体制が決まり、 河井先生に加え総合病院から

医師が派遣されております。

また、南相馬市職員の退職年齢を定める条例改正が可決され、南相

馬市立病院に勤務する医師の定年が引き上げられました。これまで、

医師の定年は65歳でしたが、これがさらに5歳引き上げられ70歳とな

ることになりました。

加えて、高齢者部分休業制度を導入することになりました。これは、

高齢職員の加齢による身体的な事情への対応等、週38時間45分の勤務

時間を減じつつ、定年まで勤務することが出来る制度であり、本市で

は初めての導入です。

これらは南相馬市の医師不足に対する医師確保のための環境整備で

あり、
1今

後、市立病院の医師確保に効果が現れることを期待するとこ

ろです。

審査の結果ヽ本案は原案の通り可決されました。

<事業内容>
初陣騎馬40騎に20万円補助するもの。市が窓口となり出場希望を受

け付けtl騎馬会に対し奨励金20万円を支給。初陣騎馬の金銭的負担軽

彎撃薬鶏1言T「「 F:]｀ げ lll  .
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年度以降は出場してない方:   ‐ ‐  ‐ ■‐
・

委員会審査において原案に賛成0意見としt初

"薔

層が出場する

必要性の周知に努めていただきたい、等の意見がlHされましたt

審餞の精果 ホ案は原案の通り可決されましな |  ■

所管 :建設経済常任委員会

所管 :文教福祉常任委員会

もちた生徒あ青晟」ヽ f来
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0名 を選考
`

・ 8月 の夏 の予定。

・ 自己負担は、一人当たりの経費約4o万円の内の10%程度:~

本会議では、「■の先、修学旅行|レ ての実坤にい難レい課甲があ

る」等の指摘により反対、また「今後再興した本市を力強くり‐ドす

鼻分1「暑F[8、
も

感層翼輩卜」ゝ 躍 ?'「
事業の一つであぅと

採決の結果、起立 (賛成)多数により、原案のとおり可決されました。

陳 情
第2号

1‐ 陳■情 '者

2陳情の趣旨

ることは市として取り組むぺぎ
‐

課題であるとして委員長報告で
■ 採択としました: ■‐|■ ||

これに対し、民間事業者に対

して菓大な交付金を投資するこ |
と力ヽ予■llさ |れる.。 1偉車な調査によ

(株)原町中央青果市場 ‐      ‐   |
昭和28年に5農協、原町青果業組合及び原町市が共

同事業体として設立した南相馬地方卸売市場が50年

以上経過し、老朽化及び昨年の東日本台嵐被書等の

理由により、市民及び移動人Elの拠点となる農作物

の集出荷設備として好ましい場所に公設での施設整

備を求めるもの。

1琴当■の響申によ|り不採択llすべきとの言見が出されました。
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とが困難な場合などに便宣的に

賛否が分かれた議案

0議案第 6号      ‐

南相馬市職員の定年等に関

【趣旨】

<原案に賛成>
相双地区の医師数は、全国平均を大幅に下回つている。

条例の改正は必要である:

O議案第 7号 :

南相馬市立病院医師の高齢者筆分休業に円する条

"撃
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っも`て
【趣旨】                 ‐‐

医師確保のため高齢者部分休業制度を導入するもの|     =
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高齢者部分休業制度は、平成16年 6層 の地方公務員■,“
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|
た。本来であれはヽ その時点で市職員に当てはめ運用されるべき。|

その恩恵に預かるような条例設定を許していいのか。   |

>

ると体の負担が増えてくることを考慮し、高齢者部分休業制度を設

け:1働き|ゃすぃ環境をうくることは大事であり:重要である。

O議案第33号

く原案に反対>

昨年12月議会でも、角川原集会施設の無償譲渡に係る譲渡前の修繕費の支出

1条例改正により、大 につぃて反対レ4,今平1公平|を 欠ヽ o,であう|とからヽ本補助全変付に
も反対する。
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会派名 :友和会

領収書等添付用紙

令和2年度政務活動費 所属議員の異動に伴う交付年額の
変更による返納金内容

令和2年 12月 15日返還月日

返還額 60,000円

9- ノ

⊂

返納通知書・領収証書

〒 9758686

住 所福島県南相扁市原町区申町二T日 27

友和会 代表 今村 裕 G醸箔動勤

様

令和 2年度 所属2010010000議 会事務局

会計01款 01項 01目 01大事業50中事業29節 19

細節 02補 助金

細々節 010事業分

会計名  一般会計

納入場所・ 福島県南相馬市指定金融機関等

上記の とお り納入 して ください。 ・

令和 2年 12月 ‖日    南相馬市長

上 記 の と お り納 入 しま した 。

(納 入 者 用 )陶

金 額 ¥60,000 円

納期限 令和  年  月  日
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会派名:友和会

領収書等添付用紙

支出項目

□ 調査研究費

□ 研修費

□ 広報・公聴費

□ 要請=陳情活動費

□ 会議費

■ 資料作成・購入費

□ 人件費・事務所費

支出内容 資料作成用事務用品代

令和3年 3月 2日支出月日

支 出 額 54,030H

2021年 03月 02日

領 収 書
及イレか

荀頁垢号ヽ8: 888るこ8

計象

税

対

内

10.0% ¥54,030-
¥4,911-

(但 し7//ル 作 して、正に領収致 しまし

印刷面を内側に折って保管願います

(株)大一事務機 福島県南相馬市原町区栄町3-31
丁EL:0244-24-2211

〈肉ス〉

(株)大―事務機

福島県南相馬市原町区栄町3-31
TEL: 0244-24-2211

2021-03-02 16:19
010773

50 点

フ ア イル
5点

文 具
5点

文 具
5点

0968
¥48,400
0880
¥4,400
070

¥350
0176

¥880文 具
対 象 計 10.0%

¥54,030
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